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人ロ50，149

　男25，900

　女26，249
世帯敷　　9，654

固定資産税（第1期）
国民健康保険料（第1期）

　納期4月30日

シ
酵

明
ろ

㌧、

一
票

し
あ
わ
也

揃
っ

ゆて
よブ

く
ら
し
な

て
投
票
し
ま
し

今
月
は
統
一
地
方
選
挙
の
月
で
す
。
地
方
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
直
接
結

び
つ
い
た
県
や
市
の
政
治
を
今
後
四
年
間
行
な
う
人
を
選
ぶ
、
い
ち
ば
ん
身
近
な
選

挙
で
す
。
十
日
町
市
で
は
十
七
日
行
な
わ
れ
る
予
定
の
県
会
議
員
選
挙
が
無
競
争
の

た
め
行
な
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
長
選
挙
と
市
会
議
員
選
挙
は
来
る
三
十
日
同

時
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
　
こ
の
大
切
な
選
挙
に
一
人
の
棄
権
者
も
な
く
　
「
よ
く
見
」

「
よ
く
聞
き
」
　
「
よ
く
考
え
」
て
清
き
一
票
を
行
使
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
の
や

　
　
　
　
　
市
長
、

お
手
も
と
に
配
布
さ
れ
た
入
場
券

を
も
っ
て
投
票
所
に
示
さ
れ
た
時
間

内
に
投
票
に
行
っ
て
下
さ
い
。
ま
す

あ地方選挙ブご竜
㌧

り
方
市
議
の
順

選
挙
人
名
簿
で
本
人
で
あ
る
か
ど
う

か
を
確
か
め
ま
す
．
つ
ぎ
に
投
票
用

『
紙
を
渡
し
ま
す
．
投
票
用
紙
を
渡
す

順
序
は
市
長
候
補
者
一
人
の
氏
名
を
・

．
書
い
て
投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ

・
い
。
つ
ぎ
に
市
議
会
議
目
選
挙
の
投

票
用
紙
を
渡
し
ま
す
．
こ
の
順
序
を

よ
く
お
ぼ
汽
て
い
た
マ
い
て
聞
違
い

の
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
市
長

の
投
票
用
紙
に
市
議
の
候
傭
者
を
書

よ
一
つ

い
た
り
、
市
議
の
投
票
用
紙
に
而
長

候
補
者
の
氏
名
を
書
い
た
り
す
る
と

…
せ
っ
か
く
の
あ
な
た
の
投
票
が
舞

に
な
り
ま
す
。

　
身
体
の
不
自
由
な
方
は
次
の
方
法

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

　
　
代
理
投
票

　
眼
の
見
え
な
い
方
、
文
字
を
書
け

　
な
い
方
は
投
票
所
で
自
分
で
書
け

　
な
い
こ
と
を
由
出
て
下
さ
い
。

投
票
管
理
者
は
補
助
者
を
二
人
定
め

て
一
人
が
記
戴
し
、
他
の
一
人
が
立

合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
候
補

者
の
書
い
た
投
票
を
あ
な
た
が
投
票

、
箱
に
入
れ
て
下
さ
い
。
こ
の
場
合
あ

な
た
の
補
助
者
は
あ
な
た
が
誰
に
投

票
し
た
か
、
他
人
に
も
ら
す
こ
と
が
”

で
き
な
い
こ
と
に
法
律
で
定
め
て
あ
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1今回補充名簿に登録申請を要する方は
　仔）本市に在住する者で本年4月23日までに年令20才に達する者

　　　　　　　　　　　（昭和18年4月24日までに生れた者）
　回昭和38年1月23日までに住所を有し引き続き在住している者
　⑲既存の選挙人名簿に漏れている者

2申請書用紙は市役所選挙管理委員会事務室又は中
　条、下条、吉田および水沢出張所にあります

3申請の期間は4月23日より4月24日迄です
　この期間以後の登録は出来ませんから御注意下さい

4補充選挙人名簿調整につき告示された事項
　①名簿調整現在期日　　　昭和38年4月23日
　②名簿登録申請期間　　昭和38年4月23日より4月24日まで
　③名簿調整期限　　昭和38年4月25日
　④名簿縦覧及異議申立期間昭和38年4月26日
　⑤異議決定期限　　昭和38年4月27日
　⑥確定期　日　　昭和38年4月28日

補
充
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請

　
　
　
　
4
月
2
3
日
か
ら
2
4
日
ま
で

来
る
四
月
三
十
日
に
執
行
さ
れ
る
る
補
充
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

十
日
町
市
長
選
挙
並
び
に
市
議
会
議

員
一
般
選
挙
に
は
す
で
に
調
製
さ
れ

て
あ
る
基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
あ
る
者
と
前
回
新
潟
県
会
議
員

一
般
選
挙
の
際
調
製
さ
れ
た
補
充
選

挙
八
名
簿
と
今
回
新
し
く
調
製
さ
れ

曹
者
が
投
票
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
の
選
挙
人
名

’
簿
に
は
上
に
掲
げ
た
表
に
該
当
す
る

も
の
で
本
人
叉
は
代
理
人
の
申
請
に

よ
っ
て
登
録
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ー
ー
　
　
9
，
，
蕃
8
ー
ー
『

高
橋
正
治
氏
が
無
競
争
当
選

　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
の
県
議
選

　
十
七
日
行
わ
れ
る
予
定
の
県
議
選

で
十
日
町
市
は
無
競
争
の
た
め
、
高

橋
正
治
氏
の
無
競
争
当
選
が
決
定
、

選
挙
は
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

り
ま
す
。点
字
投
票

　
眼
の
見
え
な
い
方
で
点
字
な
ら
書

け
る
と
い
う
人
は
そ
の
こ
と
を
投
票

管
理
者
に
申
出
て
下
さ
い
。
点
字
投

票
用
紙
と
点
字
器
は
準
備
し
て
あ
り

ま
す
。
す
ぺ
て
の
投
票
に
お
い
て
候

補
者
の
氏
名
以
外
は
書
か
な
い
で
下

さ
い
。
自
分
の
名
前
を
書
い
た
り
○

や
×
を
書
い
た
り
す
る
と
無
効
に
な

り
ま
す
。

市内の有権者並前回投票率　　　（％）戸一男
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市
長
は
白
、
市
議
は
赤

　
　
　
　
　
　
　
投
票
用
紙
の
色
わ
け

こ
ん
ど
の
選
挙
は
南
長
選
挙
と
市

議
会
議
昌
選
挙
と
一
緒
に
行
わ
れ
ま

す
の
で
投
票
用
紙
を
間
違
え
な
い
よ

う
に
色
わ
け
し
て
あ
り
ま
す
．

0
市
馬
選
挙
の
投
票
用
紙
は
白
色

②
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
は

　
赤
色
（
う
す
桃
色
）

　
投
票
用
紙
を
間
違
え
る
と
無
効
に

な
る
こ
と
は
無
効
投
票
の
と
こ
ろ
で

の
べ
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
四

月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
県
知
事
と

県
議
会
議
昌
の
選
挙
に
お
い
て
投
票

．
用
紙
を
間
違
え
た
無
効
投
票
が
六
百

署
あ
呈
髭
．
清
い
藁
遷

の
た
め
に
無
効
に
な
っ
た
ら
大
変
で

男

女

計

す
．
市
長
は
白
、
市
議
は
赤
と
は
っ

き
り
お
ぼ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

無
効
投
票

無
効
投
票
に
は

①
候
補
蓼
の
氏
名
の
ほ
か
よ
け
い
な

こ
と
を
書
い
た
も
の

無
競
争
当
選
者

▽
高
橋
正
治
氏
（
自
民
現
、
50
）

　
　
団
体
役
員
（
高
幸
建
設
専
務

　
　
県
会
副
議
長
）

｝
②
候
補
者
の
氏
名
で
な
い
も
の
を
書

一
　
い
た
も
の
（
投
票
用
紙
を
ま
ち
が

石
嚢
婁
れ
睾

【
③
二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
書

　
い
た
も
の

④
候
補
者
の
だ
れ
を
書
い
た
か
確
認

　
で
き
な
い
も
の

⑤
候
補
者
の
氏
名
を
自
書
し
な
い
も

　
の
（
代
理
投
票
の
場
合
を
除
く
）

一
⑥
臼
紙
投
票

｝
⑦
正
規
の
用
紙
を
用
い
な
い
も
の

開
票
は
市
民
体
育
舘

　
　
　
　
　
　
　
参
観
は
制
限
な
し

開
票
は
四
月
三
†
日
午
後
八
時
三
十
市
内
の
有
権
者
で
あ
れ
は
ど
な
た
で

分
か
ら
市
民
体
育
舘
で
行
い
ま
す
。
　
も
参
観
で
き
ま
す
。

参
観
人
員
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
【

　　投票時　間
　　午前7時から午後6時まで
つぎの投禦所は終了時問を繰上げました

第6大池小学校午前7時触午後5時
第8大池小赤倉分校1　〃～〃
第星3飛渡第1小池谷分校i　〃　～　〃
　　　　　　　　　第14飛渡第2小学校　 〃～　4時
第15　飛渡第2小枯木叉分校1　〃　～　〃

第16新座小三ツ山分校 　〃　～　〃

第23八箇小稲子平分校 　〃　～　〃

第27六箇小塩之叉分校 　〃　～　〃

第31真田小学校1　〃～〃
第32名ケ山小学校 　〃～　5時
第36東下組小学校1　〃～　4時
第43野中小学校1　〃～〃
第44　野中小鍬柄沢雪中校1　〃　一・　〃

第45野中小当間雪中校1　〃　一　〃
第46水沢小南雲雪中校i　〃　～〃
第48馬場小珠田分校i　〃～汐

お手もとの入場券で投票所と時間を確めて下さい

乙
の
。
置
尿

　
　
　
　
謹
ん
老
幽
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胸
憾
つ
《

レ》

幽・励

壌球＼義

巡》》ノ

殺

撃
2

魏森
士
・
　
正
照
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稻

作
に
赤
信
號

長
期
予
報
は
冷
害
の
お
そ
れ

　
大
豪
署
を
置
き
み
や
げ
に
し
た
気

象
異
変
は
、
こ
ん
ど
は
海
を
お
そ
い

平
均
水
温
で
三
～
四
度
低
目
と
い
う

前
代
未
聞
の
寒
さ
を
も
た
ら
し
て
い

る
．
こ
う
し
た
海
水
の
低
温
化
で
魚

類
の
被
害
が
続
出
し
オ
ッ
ト
セ
イ
の

よ
う
な
北
洋
の
新
顔
が
南
下
し
て
い

る
と
い
う
。

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
海
の
異
変
は

陸
の
気
温
に
深
い
関
係
が
あ
る
と
い

わ
れ
、
事
実
こ
れ
ま
で
の
冷
害
の
年

は
、
初
夏
の
三
陸
沖
の
海
水
温
が
底

か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
気
象
は
大
体
六
十
～
八
十
年

の
周
期
に
か
わ
っ
て
き
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
予
報
が
ズ
バ
リ
当
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
地
万
で
は

「
梅
雨
期
の
低
温
と
秋
の
早
冷
」
で

そ
の
隼
の
水
稲
の
豊
凶
が
決
定
づ
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
　
ま
ず
健
苗
つ
く

　
　
り
か
ら

　
　
「
備
え
あ
れ
ぱ
う
れ
い
な
し
」
で

一
冷
害
を
さ
け
る
に
は
苗
代
半
作
で
の

と
お
り
健
苗
を
つ
く
る
の
が
第
一
。

改
良
苗
代
で
早
く
仕
立
て
て
水
温
十

四
～
五
度
の
田
植
適
期
が
き
た
ら
早

く
植
え
、
梅
雨
期
の
低
温
が
く
る
ま

え
に
活
着
さ
せ
る
こ
と
が
コ
ッ
で
あ

一
る
、
と
同
時
に
早
生
の
耐
冷
性
品
種

一
を
重
点
と
し
、
晩
生
種
を
へ
ら
す
と

一
よ
い
・

　
ま
た
肥
培
管
理
に
あ
た
っ
て
は
ま

す
植
い
た
み
の
な
い
よ
う
に
浅
植
と

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
本
田
初
期

一は、
水
温
を
上
げ
る
た
め
浅
水
と
し

不
必
要
な
水
は
流
さ
な
い
。
ま
た
ビ

締
切
り
が
の
び
ま
し
た

　
　
　
　
　
成
人
記
念
「
生
活
記
録
」

　
十
日
町
市
公
民
舘
で
は
成
人
記
念

の
生
活
記
録
と
し
て
成
人
者
の
生
活

及
び
感
想
を
綴
っ
た
「
論
文
」
　
「
作

文
」
「
日
誌
」
「
詩
」
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
し
た
が
応
募
締
切
り
の
十

階一
一

日
を
二
十
日
に
延
長
し
ま
し
た
の
で

公
民
舘
あ
て
に
ど
し
ど
し
お
送
り
下

さ
い
。
字
数
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

五
枚
以
内
で
す
．

二
ー
ル
分
散
板
や
ホ
ー
ス
か
O
猛
D

な
ど
を
使
う
の
も
よ
い
。
施
肥
面
で

は
チ
ッ
ソ
を
や
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

し
、
穂
肥
を
生
か
し
、
健
康
な
イ
ネ

を
作
る
こ
と
が
よ
い
．

4
空
だ
の
み
は
ゲ

禁
物

一
方
新
し
い
問
題
と
し
て
、
い
ま

一ブー
ム
の
面
播
栽
培
に
つ
い
て
で
あ

る
．
置
播
は
播
種
、
発
芽
が
お
そ
い

た
め
、
そ
れ
だ
け
生
育
期
間
が
長
く

な
り
、
秋
の
早
冷
に
ひ
っ
か
か
り
や

す
い
の
で
注
意
が
必
要
だ
。
こ
れ
は

イ
ネ
の
花
が
咲
く
前
に
花
粉
が
で
き

る
が
、
そ
の
と
き
細
胞
が
分
裂
し
て

一生
殖
細
胞
の
染
色
体
が
半
分
に
な
っ

て
、
種
子
（
米
）
が
で
き
る
．
こ
の

冨
を
嚢
分
裂
期
と
い
っ
て
い
る

一
が
、
こ
の
時
間
は
、
大
体
開
花
の
二

～
三
週
間
前
と
い
わ
れ
、
こ
の
時
期

は
気
象
の
変
化
に
対
し
非
常
に
敏
感

一
で
、
低
温
な
ど
に
あ
う
と
、
生
殖
の

一
働
き
を
失
っ
て
減
収
と
な
る
わ
け
で

線
路
内
の
通
行
は

　
　
　
　
　
　
　
　
や
め
ま
し
よ
・
つ

口

ド
の
高
い
車
で
、
線
路
内
の
通
行
は

ぐ
っ
と
危
険
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

な
お
参
考
ま
で
に
昨
年
一
ヵ
年
閥
の

十
日
町
駅
附
近
の
線
路
通
行
に
よ
る

事
故
は
、
汽
車
を
停
止
さ
せ
た
も
の

四
人
、
死
亡
一
人
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
農
繁
期
に
入
い
り
ま

す
が
、
子
供
を
線
路
内
に
遊
ぱ
せ
な

い
よ
う
又
線
路
歩
き
を
さ
れ
な
い
よ

あ
る
．

　
「
空
だ
の
み
」
「
神
だ
の
み
」
の

根
性
は
捨
て
る
ぺ
き
で
、
天
候
の
良

い
の
に
ナ
レ
す
ぎ
て
き
た
気
持
を
引

　
鉄
道
線
路
内
の
通
行
は
汽
車
の
安

全
運
転
を
さ
ま
た
げ
る
ば
か
り
で
な

τ
大
き
奎
故
の
も
と
と
奮
葎

｝
で
か
た
く
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
雪
消
え
と
共
に
線
路

内
の
通
行
者
が
益
六
増
え
て
お
り
ま

す
。
国
鉄
で
は
こ
れ
ら
の
通
行
者
に

対
し
て
発
見
次
第
厳
重
に
注
意
を
与

え
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
あ
と

を
た
ち
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
ご
承
知

の
通
り
飯
山
線
で
は
昨
年
十
一
月
一

日
か
、
り
準
急
「
う
お
の
」
更
に
本
年

三
月
二
．
十
五
日
か
ら
「
野
沢
号
」
と

二
本
の
準
急
列
車
が
運
転
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
列
車
は
ス
ビ
ー

き
し
め
、
本
来
の
稲
の
あ
る
べ
き
姿

に
も
ど
っ
て
考
え
、
と
か
く
ゆ
る
み

が
ち
な
稲
作
り
の
常
道
を
し
っ
か
り

と
歩
く
こ
と
が
大
切
だ
。

1

電
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交
換
室
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水　道　課　播

騒

う
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

い
申
上
げ
ま
す
．
　
（
十
日
町
駅
）

　
　
　
【
写
真
は
危
い
線
路
歩
き
】

農
業
青
年
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
っ
て
ご
参
加
を

　
全
而
の
着
い
農
民
の
皆
さ
ん
の
仲

間
づ
く
り
と
技
術
研
修
の
場
と
し
て

新
し
く
農
業
青
年
教
室
（
普
通
コ
ー

ス
と
専
門
コ
ー
ス
）
を
つ
ぎ
の
と
お

ム
ヅ
の
サ

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
ほ
ど
商
工

商工課が新設されました

課の一部が異動
課
の
新
設
に
伴
い

課
の
一
部
が
異
動
、

し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
凸
版
の
よ
う

に
、
異
動
の
あ
っ

た
課
は
新
設
の
商

工
課
が
保
険
課
の

場
所
に
保
険
課
が

旧
消
防
署
あ
と
に

農
業
委
員
会
、
税

務
課
国
土
調
査
係

が
旧
＋
日
町
小
学

り
設
け
ま
し
た
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

下
さ
い
。

◇
期
間

◇
場
所

四
月
二
三
日
～
一
一
月

（
毎
月
一
～
二
回
昼
間
六

時
間
）

＋
日
阿
市
公
民
舘

【
普
通
コ
ー
ス
】

　
　
　
対
象
は
三
八
年
及
び
三
七

　
　
　
年
三
月
中
学
校
を
卒
業
し

　
　
　
た
農
業
青
年
。

◎
内
容

校
に
そ
ぞ
れ
位
置
を
か
え
ま
し
た
。
．

こ
の
た
め
産
業
課
が
農
林
課
と
改
名

商
工
課
に
は
商
工
観
光
係
と
市
長
室

に
所
属
し
て
い
た
統
計
係
を
設
置
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奪
門
コ
ー
ス
】

た
し
ま
し
た
．

▽
一
般
教
養
（
人
生
槻
、

職
業
観
、
青
年
期
の
間
題

家
庭
の
人
間
関
係
、
農
業

史
、
話
し
合
い
）
▽
体
育

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
▽
科

学
（
化
学
実
験
、
顕
微
鏡

実
験
、
生
物
測
定
）
▽
農

業
（
稲
作
、
土
壊
肥
料
、

病
害
虫
、
畜
産
、
養
蚕
、

林
業
）
▽
特
別
活
動
（
宿

泊
研
修
）
▽
ホ
ー
ム
ブ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

◎
運
営

◎
申
込
み

◎
開
講
式

よ
び
県
主
催
農
業
関
係
研

修
会
参
加
者
を
推
せ
ん
す

る
場
合
は
受
講
者
を
優
先

的
に
す
る
．

市
社
教
課
、
農
改
普
及
所

市
農
林
課
が
協
力
に
あ
た

る
。
　
市
教
委
事
務
局
社
教
課

へ
申
込
む
こ
と
。

　
四
月
二
三
日
（
火
）
午

前
十
時
か
ら
市
公
民
舘
で

通
信
教
育
受
講
者

の
み
な
さ
ん
へ

　
高
等
学
校
通
信
教
育
又
は
社
会
通

信
教
育
を
受
講
さ
れ
て
い
る
方
は
ハ

ガ
キ
で
住
所
、
氏
名
、
受
講
校
（
科

目
）
を
而
教
委
員
会
事
務
局
社
会
教

育
課
へ
お
し
ら
せ
下
さ
い
。
受
講
者

の
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
の
便
宜
を
は
か

り
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

昭和38年度畜犬登録及び第1回狂犬病予防注射
○登録料300円　　O予防注射料　180円　　（当日印鑑持参）

会　　　　楊　1　該当区域
　　　　　　　ヒ
市役所前1本町通りより東側
　　　〃　　　1本町通りより西側

大井田小学校前i大井田地区
中条出張所前i中条地区
新水診療所前1飛　渡　地区
下条出張所前 下　条　地区
川治診療所前F川　　治　　地　区

六箇出張所前六　箇　地区
水沢出張所前 水　沢　地区
水沢駅曲り角1　　〃
吉田出張所前1吉　　田　　地　区

名力山小学校前i名　力山　地　区

真田小学校前1真田　地　区

間時
、月日

　
　
　
対
象
は
二
五
才
以
下
の
墨

　
　
　
業
青
年
（
普
通
コ
ー
ス
の

　
　
　
対
象
者
は
除
く
）

◎
内
容
　
▽
社
会
（
農
政
、
農
協

　
　
　
　
農
村
社
会
）
．
．
▽
経
営
．
（
演

　
　
　
　
習
）
▽
共
同
研
究
（
稲
作

　
　
　
　
園
芸
、
畜
産
の
三
グ
ル
ー

　
　
　
　
ブ
に
編
成
す
る
）
▽
特
別

　
　
　
　
活
動
（
現
地
研
修
試
験
研

　
　
　
　
究
施
設
一
泊
＝
日
）
▽
ホ

　
　
　
　
ー
ム
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

◎
特
別
講
座
　
平
板
測
量
（
普
通
、

　
　
　
　
専
門
コ
ー
ス
合
同
学
習
）

◎
受
講
料
　
無
料
。
た
だ
し
テ
キ
ス

　
　
　
　
ト
代
実
習
費
の
実
費
は
学

　
　
　
　
級
生
の
負
担
。

◎
表
彰
　
閉
講
式
の
と
き
、
軍
間
精

　
　
　
　
勤
者
、
功
営
者
を
表
彰
す

　
　
　
　
る
．
青
年
県
外
研
修
生
お

前9．00～ll．00

前9．00～11．00
後　　　1．00～　2．00

前　　　9．30～l　l．GO

後1．30～2．40
後　　　1．30～　2．30

前9．00’｝11．00

後1。30～2．30
前　　 9．30～11，00

直t∫　12．00～後1．00

前9．30～11。00

後2．00～3．00
前10．00～11．30

4．22（月）

4．23（火）

4．22（月）

5．7（火）

5．7（火）

4．23（火）

4．25（木）

4．25（木）

5．6（月）

5．6（月）

5．10（金）

5．9（木）

5．9（木）

ジ
ュ
ニ
ア
青
年
学
級
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
か
れ
ま
す

　
　
　
　
大
ぜ
い
仲
間
入
り
し
て
下
さ
い

働
い
て
い
る
若
い
皆
さ
ん
が
大
い

に
楽
し
ん
だ
り
、
学
ん
だ
り
す
る
青

鉦
学
級
を
つ
ぎ
分
と
お
り
新
し
く
設

け
ま
し
た
．
友
だ
ち
を
さ
そ
っ
て
大

ぜ
い
仲
間
入
り
し
て
下
さ
い
。

◎
対
象
腫
三
十
八
年
度
及
び
三
十
七

　
年
三
月
中
学
校
を
卒
業
し
た
も
の

◎
期
聞
闘
四
月
十
六
日
～
三
月
二
十

　
日
◎
学
習
日
躍
定
例
学
習
日
は
毎
週
二

　
回
（
火
、
金
曜
日
午
後
七
時
半
か

ら
）

◎
場
所
皿
十
日
町
市
公
民
舘
（
体
育

舘
わ
き
）

◎
学
級
の
目
標
“
①
よ
い
仲
間
を
つ

　
く
ろ
う
。
②
発
表
力
を
身
に
つ
け

　
よ
う
。
③
視
野
を
広
め
よ
う
．

◎
学
習
内
容
∬
▽
個
人
と
社
会
▽
家

　
庭
の
中
の
青
年
▽
職
場
の
生
活
▽

　
豊
か
な
教
養
（
講
師
の
話
、
話
し

　
合
い
、
映
画
、
実
習
）
▽
体
育
レ

　
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
（
球
技
、
フ
ォ

　
ー
ク
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー
ム
、
歌
唱
）

　
▽
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
▽
自
治
活
動
▽

　
特
別
活
動
（
キ
ャ
ン
プ
、
研
修
旅

　
行
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
レ
ク
リ
ェ
ー

　
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い
、
発
表
会
な

一
一
　
ど
）
▽
ク
ラ
ブ
活
動

◎
受
講
料
∬
無
料
た
だ
し
テ
キ
ス
ト

　
代
、
実
習
費
は
学
級
生
の
負
担
ほ

　
か
に
自
治
会
費

一◎
表
彰
“
閉
講
式
の
と
き
年
間
精
勤
・

　
者
、
功
蛍
者
を
表
彰
す
る
．

儒

◎
申
し
込
旺
而
教
育
委
員
会
事
努
局
、

一
　
社
会
教
育
課
へ
申
し
込
む
こ
と
。
，

一
◎
開
講
式
甜
四
月
十
六
日
（
火
）
午
、

　
後
七
時
半
か
ら
市
公
民
舘
で

　
市
消
防
職
員
募
集

一
、
募
集
人
員
　
　
消
防
士
　
三
名

一
一
、
受
験
資
格

　
　
　
1
「
年
令
」
満
一
八
才
以
上

　
　
　
満
二
五
才
未
満
。

　
　
　
2
「
学
力
」
高
校
卒
以
上
又
・

　
　
　
は
同
等
程
度
の
学
力
を
有
す

　
　
　
る
者
。

　
　
　
3
「
身
体
」
身
長
一
・
五
八

　
　
　
層
以
上
、
胸
囲
は
身
長
の
二

　
　
　
分
の
一
以
上
、
体
重
五
〇
キ
ロ
■

　
　
　
咳
、
視
力
O
・
六
以
上
で
色

　
　
　
亡
目
で
な
い
者
。

　
　
　
4
一
，
住
所
」
消
防
署
よ
り
お

　
　
　
お
む
ね
千
材
以
内
に
居
住
す

三
、
試
験
日
時
昭
和
三
十
八
年
四

　
　
　
月
二
十
四
日
（
水
）
午
前
九

　
　
　
時
筆
記
試
験
、
午
後
一
時
面

　
　
　
接

四
、
試
験
場
所
　
市
消
防
署

五
、
受
付
期
間
　
四
月
十
八
日
ま
で

六
、
試
騒
科
目
　
国
語
、
数
学
、
社

　
　
　
会
、
常
識
。

七
、
受
験
手
続
　
希
望
者
は
申
込
書

　
　
　
（
職
安
所
に
あ
り
ま
す
）
に

　
　
　
る
者
・
　
　
　
一

一
八
、
播
時
期

履
歴
書
、
身
上
調
書
、
学
業

成
績
証
明
書
を
そ
え
て
職
妥

所
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。
そ

の
際
、
受
験
者
に
身
体
検
査

証
を
お
渡
し
い
た
し
ま
か
ら

十
日
田
病
院
に
持
参
し
、
医

師
の
検
査
を
受
け
、
受
験
日

当
日
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
五
月
一
日
の
予
定

九
、
給
与
　
月
収
お
お
む
ぬ
二
、

　
　
　
○
○
円
（
税
込
）
の
ほ
か
制

　
　
　
服
類
か
支
給
さ
れ
る
。

　
5
月
3
日
に
サ
イ

　
レ
馬
！
吹
鳴

　
五
月
三
日
（
憲
法
記
念
8
）
に
春

■
季
消
防
演
習
実
施
の
た
め
早
朝
よ
り

各
地
区
分
団
の
警
鐘
を
点
打
の
上
、

消
防
署
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
た
し

ま
す
か
ら
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。

国
保
給
付
の
改
善

一
、
世
帯
主
の
医
療

　
費
の
窓
口
払
額
を

　
軽
減

　
国
保
の
世
帯
主
の
窓
口
払
は
今
ま

で
半
額
（
五
割
）
で
あ
り
ま
し
た
が

四
月
か
ら
三
割
と
い
た
し
ま
す
。
診

療
を
受
け
ら
れ
る
万
は
必
ざ
被
保
険

者
証
を
持
参
し
て
医
療
機
関
の
窓
ロ

ヘ
提
出
し
世
帯
主
で
あ
る
か
な
い
か

確
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
下
さ

い
．二
、
助
産
葬
祭
費
を

　
　
　
二
千
円
に
増
額

　
従
来
の
助
産
費
一
千
円
、
葬
祭
費

の
年
令
区
分
別
の
支
給
額
（
最
高
一

千
円
）
を
四
月
か
ら
全
部
二
千
円
の

支
給
を
い
た
し
ま
す
．

危
険
物
取
扱
者
の

資
格
試
験

危
険
物
受
扱
者
の
資
格
試
験
が
、
五
月

下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
あ
り
ま
す
が

試
験
一
ヵ
月
前
に
受
験
者
に
対
す
る

講
習
会
が
あ
り
ま
す
の
で
受
験
希
望

者
は
住
所
、
氏
名
、
勤
務
先
等
消
防

署
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

第
四
銀
行
中
小
企
業

振
興
資
金
貸
付
制
度

一
、
合
額
　
｝
件
二
〇
万
円
以
内
ー

一
、
使
途
　
運
転
設
備
を
問
わ
な
い

　
　
　
　
が
産
業
に
寄
与
す
る
も
の

　
　
　
　
な
る
こ
と
。

一
、
金
利
　
二
銭
六
厘

｝
、
貸
付
期
間
　
据
置
期
間
を
六
ヵ

　
　
　
　
月
と
し
、
こ
れ
を
含
め
て

　
　
　
　
三
年
以
内
と
す
る
。

｝
、
返
済
方
法
　
分
割
一
括
何
れ
で

　
　
　
　
も
可
。

一
、
無
担
保
で
保
証
人
二
名
を
付
す

　
こ
と
し
保
証
協
会
の
保
証
を
付
し

　
た
場
合
は
保
証
料
は
当
行
の
負
担

　
中
学
を
卒
業
し
間
も
な
く
就
職
、

そ
し
て
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を

踏
み
入
れ
、
何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま

も
う
先
輩
に
な
っ
て
い
る
私
。
今
ま

で
は
社
会
で
一
番
子
供
だ
っ
た
の
に

四
月
か
ら
は
も
う
そ
う
で
は
な
い
．

一
年
先
輩
と
し
て
後
輩
に
負
け
ぬ
よ

う
預
張
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
過

ぎ
去
っ
た
こ
と
を
顧
り
み
る
と
い
ろ

い
ろ
な
事
が
あ
う
た
。
憧
れ
と
不
妥

と
喜
び
で
胸
一
杯
だ
っ
た
卒
業
当

時
、
そ
し
て
入
社
。
第
一
歩
の
望
み

で
あ
っ
た
定
時
制
高
校
へ
の
入
学
の

喜
び
。
ど
ん
な
不
安
を
も
消
し
て
く

一
れ
た
。
過
ぎ
去
っ
た
現
在
で
は
み
な

懐
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
．
入

社
し
た
ば
か
り
は
何
も
わ
か
ら
す
、

上
役
、
先
輩
に
き
い
て
見
た
こ
と
も

な
い
よ
う
な
機
械
、
そ
し
て
す
ご
い

騒
音
の
中
で
な
れ
な
い
手
つ
き
で
こ

わ
ご
わ
と
仕
亭
を
し
て
い
る
私
．
今

度
社
会
人
と
な
る
皆
さ
ん
の
今
の
気

持が

そ
の
ま
ま
で
し
た
。

　
学
校
と
職
場
と
そ
し
て
仕
事
と
勉

強
。
両
方
と
も
私
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
両
立

と
い
う
こ
と
は
大
変
苦
し
い
こ
と
で

あ
り
、
ま
た
励
ま
し
で
も
あ
り
ま

な
ら
な
い
。
で
も
入
れ
る
だ
け
幸
い

と
思
っ
て
い
ま
ま
し
た
。
試
験
勉
強

も
ろ
く
に
丁
る
こ
と
な
く
過
ご
し
て

き
た
。
そ
の
理
田
は
、
一
つ
と
し
て

自
分
の
や
る
気
の
な
か
っ
た
こ
と
も

確
か
で
す
が
、
夜
遅
く
ま
で
電
気
を

つ
け
て
お
く
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

　
　
1
青
少
年
の
つ
ど
い
1

生
活
文
応
募
作
品
か
ら

　
　
社
会
人
顧
年
生
と
し
て

　
　
　
　
本
町
六
丁
目
山
本
マ
サ

す
．
景
に
い
た
の
で
行
く
時
は
ゆ
っ

く
り
し
て
い
ら
れ
る
の
で
す
が
、
帰

っ
て
か
ら
が
大
変
で
す
．
九
時
半
に

授
業
が
終
っ
て
帰
る
と
ほ
と
ん
ど
十

時
近
い
。
そ
れ
か
ら
風
呂
に
入
る
の

で
す
が
皆
ん
な
入
り
終
っ
て
い
る
の

で
一
人
で
静
か
に
入
浴
し
な
け
れ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

す
。
で
も
私
に
は
学
校
を
切
り
離
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
同
じ
苦
し
み
を

多
く
持
ち
な
が
ら
そ
れ
に
も
負
け
す

に
一
生
懸
命
先
生
の
講
議
に
耳
を
傾

け
、
よ
り
よ
い
社
会
、
住
み
よ
い
社

会
に
な
る
こ
と
を
望
み
、
自
分
達
の

力
と
団
結
で
そ
れ
を
作
る
事
冷
夢
み

て
い
る
私
で
す
。
同
じ
悩
み
と
同
じ

苦
し
み
を
持
っ
た
青
少
年
の
つ
ど
い

が
今
こ
こ
に
こ
う
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。
何
処
で
何
を
す
る
に
も
堂
々
と

意
見
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
自
分
に

な
る
う
と
努
力
し
て
い
る
の
で
す

が
、
知
識
の
狭
い
幼
稚
な
私
に
は
な

か
な
か
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
も
こ
う
い
う
会
が

ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
人

生
は
何
亭
に
も
努
力
と
勉
強
。
そ
れ

に
人
生
の
喜
び
が
あ
り
、
生
き
が
い

を
感
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ど
ん
な
に
苦
し
く
辛
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
語
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て

救
わ
れ
る
．
「
苦
労
は
必
す
報
い
ら

れ
る
」
と
い
う
言
葉
を
信
じ
て
雨
風

に
負
け
な
い
雑
草
の
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
を
明
る
い
道
へ
と
進
も
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
．
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